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山下の研究ノートは、 2019年 1月 19日にイタリアのウルビーノ大学で行ったドイツ語に
よる招待講演の内容の抜粋である。与えられたテーマが語彙論に関する間題で、聴衆はイタ
リアでドイツ語を学ぶ学生、ということだったので「ポスト真実の時代における語彙論研究
―日本語の敬語を例にして」というタイトルでほぼ 1時間 30分話した。その発表原稿のすべ
てを収録することは不可能であったため、前半の一部を論文の形にした。とはいえ、 H木語
の敬語について述べる前の「古事記」における記述の説明までで終わってしまっている。日
本にはもともと文字がなく、それを補うため中国の漢字を借用したが、当初はなかなかうま
く表せないということが「古事記」に書かれている。そこにすでに語彙の間題が含まれてお
り、同時に敬語の問題も記されていることを説明したが、それらの説明は割愛せざるを得な
かった。ここでは、 TheaSchippanの語彙論をもとに、その基本的な考え方を説明し、それぞ
れの語彙に評価、もしくは価値が含まれていることなどを論じている。
植田の研究ノートは、「様々な種類の不正確な朝鮮語による表示」である「朝鮮語『どづ
ぞ』」を扱ったものである。その類型で非規範型のうち日本語表記不全型（いずれの H本語表
記法の規範にも基づかないもの）に属するものに着目し、これまでの検討で実際の多言語表
示の側から部分的に触れていた日本語表記規範をめぐる問題について、規範の側からその不
備な点に着目して問題の整理と若干の考察を試みた。まず現行の 3種の外来語表記法・外国
語表記法の規範のうち日本語表記法に係る規定を対象にその相違点と不備な点を明らかにし
た。その上で、 H本における多言語表示と規範の不備という視点からこれらを考察した。
読者の皆様からの忌憚なきご意見、ご批判などをお伝えいただけたら幸いです。
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